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オリーヴのそよぎ，往jのざわめき
一一研修旅行報告1 一一
Stirring of Olive leaves and the Noise of Town 
阿部i 包
Kurumi ABE 
I.はじめに
地中海世界が常に脳裏を去らないでいる。それは，冬，突然襲ってくる大粒の雨だったり，
乾燥しきった熱暑の夏の大気だったり，なだらかな斜面を一面に覆うオリーヴの畑だったりす
る。 しかし， それがなぜ地中海世界なのかを説明するのは，簡単ではない。
この報告は， 1989年1月及び1990年7-8月に行なった研修旅行に関するものである。旅行
中も，先の疑問は繰り返しわたしにまといついて離れなかった。一部でも記録として纏めるこ
とで，暫定的な整理にはなる。 これがこの報告を書く内的な動機である。
幾分外的な要因を言えば，わたしの専門領域が新約聖書及びその周辺だからかもしれない。
東地中海世界は，聖書の舞台であり，初代教会が活動する世界である。キリスト教は，東地中
海世界の片隅で生まれ，地中海世界全域に広まった。この地域は同時にまた，ユダヤ教やイス
ラム教の記憶を蓄積しているところでもある。例えば，これらの三大宗教が聖地としているエ
ルサレムの旧市街に立っと，歴史を創ってきた人々の日常生活や，失われてしまった多くの声
や，或いは発せられることの出来なかった思いが，幾重にも層をなして重く沈澱しているのが
感じられる。同じような沈澱は，地中海世界の他の様々の場所でも程度の差こそあれやはり感
じられる。その意味では地中海世界の街は，生きている街であると同時に，そこを訪れる者に
とってはすぐれて過去と交感する場なのである。歴史の記憶を呼び起こす装置がふんだんにそ
こにはある。
ある意味では， 土地というのは土地それ自体で存在するのではなく，そこに立つ者の思いと
共にのみ存在する。意味は，思いを持つ者にのみ開示されるのだ。いわば， その開示願望がわ
たしを地中海世界に誘うとも言える。わたしが作むその土地は一体わたしに何を開示してくれ
るのか。その期待が，わたしをその土地に誘い出す。その意味で，旅にはその土地に対する関
心と知の蓄積が必要だ。何故なら，土地と対話するためにはそれが不可欠で，正にこの対話が
意味の開示をもたらすからだ。
報告の順は，エルサレム，アッシジ，である。
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n. 1990年盛夏工ルサレム
1990年の夏のさなか，約三週間エルサレムに滞在した。宿舎はカトリ ックの施設ノ トーjレダ
ム・センターである。旧市街の城壁にある八つの門の内最も新しい「新門」（ New Gate ）の
目の前にある。新市街を歩くにも旧市街を歩くにも最も便利な場所だ。ものの30分も歩けば今
も見事なオリーヴの老樹があるゲッセマネの園に行けるし，もう少し足をのばせばユダヤ人の
墓とケデロンの谷を挟んで旧市街が見渡せるオリーヴ山だ。老樹の幹は，すべてを知り尽くし
ながらも黙している老人の肌のようで，その梢を渡る風は本質知とは無縁なわたしたちの鏡舌
を戒めるかのようだ。
実は，六日戦争（1967年6月）前はセンター前の道路の向こうはヨルダン領だった。当時，
エルサレム市民は当然のことだが門を通り抜けて旧市街に行くことはできなかった。
六日戦争と言えば，ナオ ミ・シェメル (1933～） の名を思い出す。 現代イスラエルを代表す
るシンガー・ソングライターである。1967年の独立記念日（ 5月14日），エルサレムで開催さ
れた歌謡フェスティパルで，彼女が作った「黄金のエルサレム」（イェルシャライム・ シェル・
ザハブ）が披露された。当日， シューリー・ナタンがこの歌を歌い終ると，聴衆は次々に立ち
上がり拍手喝采した。場内の歓呼の渦はしばし鳴りやまなかったという。 この時，エルサレム
では独立以来の分断状態がいまだに続き，ダピデの街もモリヤの丘も西の壁もみなヨルダン領
だった。
ユダヤ文学の伝統に取材した現代イスラエjレを代表するこのフォーク・ソングは，作られた
時の作者の意図とは半ば無関係に，いわば政治的な色彩を帯びることになった。歌調は次の通
りである。
① 山々の空気は，ぶどう酒のように澄み
松の香が，夕暮の風の中を運ばれてゆく，鐙の音とともに
樹と石が眠るとき，彼女（街）はその夢の中に虜囚となる
独りで、座っている街，彼女の心には城壁がある
黄金のエルサレム
銅と光の （街エルサレム）
あなたの歌のすべてに
わたしは竪琴になろう （リフレイン）
② どうして，貯水漕は干上がり，市の広場も空っぽなのか
旧市街の神殿を訪れる者もなく
岩の洞窟の中では風がすすり突いている
エリコ街道を塩の海（死海）へ下ってゆく者もない
・リフレイン
③ しかし，きょう，あなたに向かつて歌い，
あなたに冠を結ぶためにわたしはやって来た
わたしは，あなたの最も若い子供よりも，小さな者
詩人たちの最後の者よりも，小さな者
あなたの名は，セラピムの口づけのようにくちびるを焦がす
すべてが黄金のエルサレムよ，もしも，わたしがあなたを忘れるなら
・リフレイン
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このように，ナオミ・シェメルは聖書やそれに続くユダヤ文学の伝統を歌い込みながら，城
壁の向こうで孤独に打ち沈むエルサレムの半身への思いを歌った。例えば， 「パピロンの流れ
のほとりに座り」で始まる詩編137篇 5f.は「エルサレムよ，もしも，わたしがあなたを忘れ
るなら，わたしの右手はなえるがよい。わたしの舌は上顎にはり付くがよい。もしも，あなた
を思わぬときがあるなら。もしも，エルサレムをわたしの最大の喜びとしないなら。」と歌っ
ている。
また，古来「エレミヤの哀歌」とも呼ばれてきた「哀歌」は，次のように歌い出される。「な
にゆえ，独りで、座っているのか，人に溢れていたこの都が。やもめとなってしまったのか，多
くの民の女王であったこの都が。奴隷となって しまったのか，国々の姫君であったこの都
が。」 紀元前586年，エルサレムはパビロニアの手に落ち神殿は破壊された。この後がいわゆ
るパピロン捕囚の時期であるが，「哀歌」の成立にはこの時期以降の捕囚体験が色濃く反映し
ている。前516年再建なった第二神殿も，紀元後70年再度破壊に見舞われる。そして，以来今
日に至るまで神殿は再建されていない。ユダヤ人にとっては，独立 (1948年） と同時に，神殿
のあった旧市街が再び手の届かぬ場所となり，いわば「哀歌」が現実のものとなった。
しかし，エルサレムの絶望と孤独と哀しみと希望がナオミ・シェメルによって歌われて一月
もたたないうちに，六日戦争が起こりエルサレムの失われた半身は再びユダヤ人の統治下に置
かれるようになった。作者でさえ，予測できないほど速い希望の成就であった。 彼女は，大急
ぎで四番の歌詞を付け加えることになる。
④ わたしたちは帰ってきた。貯水漕に，市に，広場に
旧市街の神殿の丘で角笛が招いている
岩の洞窟の中では幾干の太陽が輝いている
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わたしたちは帰ろう，エリコ街道を塩の海 （死海）へ下ってゆこう
・リフレイン
かつて神殿が建っていたところは，今日ムスリムの管轄地域になっている。つまり，西の壁
の向こう側だが，いわゆる神殿域と呼ばれるところ，そこには現在金色に輝く「岩のド ムー」
が建っている。そして，それと対峠するように銀色の頭をして建つエル・アクサ・モスク。ム
スリムたちの聖域である。
ムスリムたちは， 一日五回の祈りの際，必ず地面 （或いは床）に膝をっき額をつける動作を
繰り返す。しかし，西の壁の前に集まるユダヤ人たちは，ほとんど立って祈っている。ときに
は，椅子に腰掛けて祈る老人や小さな子どもの姿も見かけるが， 普通は立って祈る。
西の壁との関連では，二つのことを書いておこうと思う。パル・ミツヴァとティ シャ ・ベア
ブである。
パjレ・ミツヴァ。「戒めの子」の謂だが，ユダヤ教では男子は13歳になると正式にユダヤ教
共同体の構成員として認められる。パル・ミツヴァとは，その承認と祝いの儀式であり，同時
に，晴れて共同体の正式な構成員として迎えられる少年自身をも指す。6日戦争以降， 西の壁
の前の広場は，月曜日と木曜日，この儀式を祝う人の群れで賑わうようになった。
パル・ミツヴァの儀式それ自体についての記録は後1400年以前にはないし，イサアク・アル
ファシ（11世紀），モーゼス・マイモニデス (12世紀） 等，口伝律法の主要な編纂者による言
及もない。パル・ ミツヴァの実質的な起源は，アシュケナジームやセファルデイ ームの社会に
求めるべきだ，とされる。東ヨーロッパのアシュケナジームの場合，少年は13歳の誕生日後初
めて廻ってくる月曜日か木曜日に，会衆の前で律法の祝躍を朗唱し，モーセ五書の週日の朗読
箇所から然るべき節を歌ったという。タリッ卜（祈りの肩掛け）着用は，セファルデイームの
習慣の反映のようである。 いずれにしても，この儀式の背景には，ユダヤの民の離散の体験の
蓄積があると言わなければならない。
わたしは， エルサレム滞在中，西の壁には出来るだけ月曜と木曜の午前中に行くようにした。
壁の前の広場では，必ず数組のパjレ・ミツヴァの祝いの儀式が行なわれていた。壁の左側の祈
祷所から五一六人の男たちに囲まれて少年が広場に入ってくる。男たちも少年も，頭にはキッ
パ （浅いお椀型の小さな帽子）を被り， 肩にはタリッ トをかけている。少年は，律法の巻物が
収められたほぼ円筒形の入れ物を肩で支えているが，入れ物には華やかな飾りが施されている。
少年は，厳かに， テフィ リン（律法の小箱） を額と左腕に付けてもらうと，巻物を大きな声で
読み始める。仕切りの向こうには，女たちが鈴生りである。 彼女たちはタンプリンを敵いたり，
祝い歌を歌ったり，中には口を尖らせて舌を震わせる独得の祝福の声を張り上げている老婆も
いる。セファルディーだろう。
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兵士たちが祈りに来ていることも多い。そんな時は，彼らが儀式を終えた少年を肩車して，
歌を歌いながら輪になって踊る光景が見られる。一人前の男，すなわち律法を責任をもって守
る仲間がまた一人加わったのだ。肩の上の少年の誇らしげな笑顔が舷しいばかりに輝いている。
これで彼は，シナゴーグにおける律法の朗読の指名を受けることができる。
1990年7月31日。ティシャ・ペアブ（ユダヤ歴は陰暦なので毎年違う。7月中旬から 8月中
旬の聞にやって来る）。「アブの月の九日」。二度にわたる神殿崩壊を記憶する日である。前586
年のパピロンのネプカ ドネザルによる第一神殿の破壊も，後70年のローマのティ トゥスによる
第二神殿の破壊も，伝承によれば共にこの日に起こった（「列王記J下25章や 「エレミヤ書」
52章のエjレサレムの陥落の件は，異なった日付を伝えている）。 しかし， 第二神殿崩壊後，記
憶のために神殿崩壊の日が，この日に重ね合わされていった，というのが真相のようだ。この
日の夜，西の壁の前の広場は，大群集で埋め尽くされる。停留所にはパスがひっきりなしにやっ
て来て群集を吐き出していく。
わたしは夜七時頃，新門をく ぐり抜け，半ばすり減った石畳を西の壁目指して急いだ。途中，
あちこちの小路から人々が合流する。五人の子供を連れた若い夫婦。女の子たちは，自に空色
と藍のお揃いのギンガム・チェックのワンピ スー姿だ。分厚い眼鏡をかけてキ、zパを被った六
歳ばかりの男の子の頬にはカールしたもみあげの房が風に揺れている。
指を絡ませた恋人たちもいる。静かに黙々と歩く老夫婦もいる。高校生らしい騒々しい集団
もある。既にわたしは，群集の川に呑み込まれてしまった。 カルドーの横を通り，フルパ・シ
ナゴーク輸の前を通って，なだらかな坂を降りていくと，ぼーっとライトに照らされた西の壁が
見えてくる。もう既に人の渦である。いつも人々が祈っている広場は，隙間なく男たちで埋め
尽くされている。キッパを被って地面にひ会っしりと座った男たちの群れは，一種異様な光景だ。
一瞬地鳴りかと思った。しかし，違う。大群集の声だ。初めは不揃いだったが，暫くすると
多くの声が共鳴を始めて大きなうねりとなってゆったりと揺れている。
「哀歌Jが大群集の声で歌われていく。 「哀歌」の大きなうねりが，天に立ち上っていく。
かつて神殿で献げられていた焼き尽くす犠牲の煙の代わりに 「哀歌jの一節一節が立ち上って
いくかのようだ。男たちの太い声が幾重にも重なり合ってまさに地鳴りとなって響き続ける。
1 : 4シオンに上る道は嘆く，祭りに集う人がもはやいないのを。
シオンの城門はすべて荒廃し，祭司らは嘆く。
シオンの苦しみを，おとめらは悲しむ。
1・1室物のすべてに敵は手を伸ばした。
彼女は見た，異国の民が聖所を侵すのを。
聖なる集会に連なることを主に禁じられた者らが。
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もう既に時計の針は10時半を回っている。宿への帰途，人間にとって 「祈り」とは一体何な
んだろう，という疑問が繰り返しわたしを襲ってきた。アプラムが父テラに連れられてカルデ
アのウルを出発してから，ヘブル人の放浪の旅は始まった（「ヘブル人」は語源的に言っても「定
住地を持たず移動して歩く者」の意味だと言われる）。アプラムはユーフラテスの遥か上流の
地ハランで，神からアプラハムの名を賜った。そして，ヘブル人はエジプトにおける奴隷とし
ての生を経て，モーセに率いられてエジフ卜脱出という民族としての「解放」体験を持った後，
先住民の土地であった「約束の地」カナンに侵攻し，そこに定着した。 ダビデ， ソロモンとい
う輝かしい時代も体験した。しかし， 輝かしい時代が永く続くことは少ない。エルサレムの神
殿は破壊され「捕囚J体験が彼らの記憶に刻まれることになる。この捕囚期を経て彼らイスラ
エルの民の民族的・宗教的アイデンティテイは確立されていくわけであるが，その後再建なっ
た第二神殿も後70年には破壊されてしまうのは先に記した通りである。実は，イスラエルの民
はこのような民族の体験を，聖書の学びを通して各自自分の体験とする。思うに，彼らにとっ
てアブラハムもモーセもダピデも単に過去に生きた歴史上の人物にとどまらず，正しく彼ら自
身の中で息づく人々なのだ。いわば，彼らは 〈イスラエjレ〉という一つの大きな自本の一部であ
り，彼らの学びも祈りも神との関係において，その大きなS本がしていることではないか，そう
思えてくるほどにこの夜の祈りのうねりは強烈な衝撃をわたしに与えた。わたしたちの祈る祈
りは， 根本的なところで彼らの祈る祈りと隔絶しているのではなかろうか。
翌日，わたしは宿舎のノートルダム・センタ一二階のテラスの椅子に腰を下ろして，ダマス
カス門の遥か彼方を見るともなく見ながら，時折エリ ・ヴイーゼルのフランソワ・モーリアッ
クに宛てた言葉の一節を思い起こしていたが，頭の中はやはり祈りについての思いで満たされ
ていた。 しかたなく，それを抱えながら，わたしはメア ・シェアリーム街に行くことにした。
メア・シェアリーム街は，エルサレム新市街の中でも気になる場所の一つだ。一般的な言い
方をすると， ウルトラ・オーソドックス（超正統派）と呼ばれるユダヤ人たちの居住区である。
男たちは黒の長衣を着，周囲に鍔のついた黒の帽子を被っている。やはり， 伸ばしたもみあげ
が風に揺れている。小脇に祈薦書かタルムードかを抱えて小走りにわたしの横をすり抜けてい
く若者。 可愛い乳児を乗せた乳母車を押している父親もやはり黒の長衣姿だ。女たちは，子供
を別にすればあまり姿を見かけない。その日は， 若い女の先生に連れられた二十名ほどの子供
たちの一団に出会った。
シナゴーグやイェシパを中心としたこの一角が出来たのは19世紀末なのだが，町並みも，そ
こに住む人々も19世紀末のような錯覚に陥る。通りに面した家並みの壁は大小様々なピラやポ
スターで埋め尽く されている。 二階の一部がバルコニーのように60センチばかり迫り出した独
特の造りは， イスタンブー ルでも見かけた記憶があるが，これは，しかし東ヨー ロ ッパにおけ
るユダヤ入居住区の再現と考えるべきだろう。
時が一瞬止まったようなこの街を抜けて，賑やかな現代の新市街に出た。わたしは，途中ス
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タンドで搾りたてのオレンジ・ジュースを飲み，ペン・イェフダ通り 2にあるレコード店サ
フィールに急いだ。雑踏の人いきれや車の音や街のざわめきが妙に懐かしく思えた。
m. 1989年1月アッシジ
ローマやヴァチカンについては多くが語られているし，フィレンツェについても充分とは言
えないにせよ，われわれはかなりの情報を既に持っている。もちろん，メロッツォ・ダ・フォッ
リ）の手になる『奏楽の天使jは忘れ難い。エトルリアやマグナ・グレキアの遺産を収蔵した
ヴィッラ・ジューリア国立博物館，テルメ美術館の別名で親しまれているローマ国立博物館（こ
こにはヴィーナスの誕生や二管の笛を吹く横向きの裸婦などの浮き彫りを持つ『ルドヴィシの
玉座j，「汝自身を知れ」の銘を持つ横たわる骸骨のモザイク等がある）も再度訪れたい場所だ。
そしてフラ・アンジェリコのサン・マルコ修道院。『受胎告知jだけではない。あの修道士た
ちの独房のような部屋の一つ一つに丹念に描かれた絵。その部屋には飴色に光った板戸が開け
られた小さな窓が一つ。そして写本室に広げられた写本のミニアチュールやネウマ譜。 中世の
祈り（典礼＝ Liturgia）と労働 （Labor manuum ）と聖書奉読（ Lectio divina ）の世界が
そこに今もあるような錯覚に襲われる。
ローマからアッシジに向かう車窓からも，しばしばオリーヴの樹々が見えた。風が野を越え
て行くのをその梢が教えてくれる。ウンフリアの風だ。ウンフリアの野の小さな花アッシジ。
フランチェスコの街アッシジ。そして，彼を慕って， シモーヌ・ヴェイユも訪れた街アッシジ。
アッシジの宿は，ホテル ・スパシオである。なだらかな坂道を登ってゆくと，左手にサン ・
フランチェスコの教会，右手にホテル・ スパシオがつながっているように見える。 登りつめる
と，もう石畳だ。取って付けたようなガラスのドアを押し開け，フロントで鍵をもらい，古び
た階段を登る。三階の廊下の突き当りがわたしの部屋だ。
アッシジの空気を入れようと思って窓を開けた。 思いがけず，眼の前にサン・フランチェス
コの教会の塔があった。わたしの部屋の真向かいが教会だった。ホテルと教会とをつなぐよう
に左右に柱廊が続いていて，中庭のように見える広場は見事な石畳だ。フィアッ卜やランチア
が並んでいる。左の柱廊の屋根越しには，ウンブリアの野が刷毛を引いたように乳白色に煙っ
ている。中世の作まいを色濃く残すアッシジの，中世の空気が立ちこめるかのようなホテル。
しかし，忘れないでおこう。フランチェスコの生きたアッシジには，明日訪れるサン・ダミアー
ノの教会はあったけれど，眼の前の教会もわたしがいるホテル・スパシオもなかったことを。
明くる朝， まだ真っ暗のうちに，ホテルを出た。石畳の小路を家々 の壁についている街路燈
を頼りに，手探りするように歩いてみたい衝動に駆られたのだ。こんなときは，同伴者はいら
ない。途中誰とも会わなかったが，おそらくわたしは，バッハを弾く グレン ・グー ルドのよう
に， 意味の分からないことを舷きながら，ひたすら歩いていたことだろう。家並みが途切れて，
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サン・フランチェスコの教会が見えるところまで、戻ってくると，朝の冷気もにわかに暖かく
なってきた。太陽の光が金色の糸の束となって朝の静けさを支配している。
ホテルに戻ると，フロン卜の若者につかまった。「エンペラー，デッド。エンペラー，デッド。J
昭和天皇が崩御されたのだ。皇居には大勢の人が詰めかけているだろう。長かった昭和も終っ
た。「エイセイ，エイセイ」と彼は言っている。元号だろうとは思うのだが，どうも漢字にな
らない。「ありがとう」とだけ言って部屋に帰った。確かに，戦争責任の問題はある。しかし，
むしろ軍部と内閣の責任の方を問うべきなのだ。そして，わたしたち国民自身の未成熟さを。
昭和を思い起こすとき，わたしたちは広島・長崎だけでなく，南京や朝鮮半島や沖縄をも同時
に忘れてはいけない。わたしたちが被ったことよりも，むしろわたしたちが手を下したこと（虐
殺や強制徴用や戦後処理の放棄など）を記憶すべきなのだ。成熟とは，そういうことではない
のか。昭和の後は，もう西暦だけで充分ではないか。そんな気がふと頭の何処かを過った。
1989年1月7日の早朝だった。
1181年冬（一説によると1182年），アッシジでジョヴァンニ・ベルナルドーネという男の子
が生まれた。父ピエトロは裕福な織物商人。母ピカはフロヴァンスの生まれだった。青年時代，
ジョヴァンニは街の若者たちの先頭に立って，酒に女に踊りに歌に，と遊び歩いた。騎士に憧
れる，いわば，街の鼻摘み者だった。青年時代，放蕩の限りを尽くしたという点では，アルジエ
リア生まれのかのアウグスティヌス（354-430）に似ている。
生まれた時父が商用でフランスに行っていたからか，彼自身の堪能なフランス語の故か，彼
は「アッシジのフランス人」と呼ばれるようになった。勿論，後にヒッボの司教になったアル
ジエリア人も，このフランシスコ会の創設者も，ともにいわゆる「回心体験」を境に，人が変
わってしまう。この「フランス人」は，初めいわゆる「宮廷風恋愛」に憧れていたが，恋愛
の対象である貴婦人が「清貧jという理想に変わったのである。アッシジ郊外のサン・ラザロ
瀬院にも足しげく通うようになった。
当時，ヨーロッパのキリスト教世界にはいわば下からの改革の波が押し寄せていた。これら
の波の一つ一つが「異端Jとして炎の中で葬り去られていくのは，よく知られた事実だろう。
「カタリ派」とか「アルピ派」という名前を出せば，この間の事情はおおよその見当がつくか
もしれない。
しかし，時はすでに修道院改革の時代であるし，巡回説教をする修道士のおかげで一般信徒
の聞にも，「使徒的生活J( vita apostolica ），「キリストの貧者J( pauperes Christi ）などの
スローガ、ンが浸透しつつあった。
1215年，インノケンティウス三世によって召集された第四ラテラノ公会議において，修道会
の新設は禁止されたが，翌1216年教皇位に就いたホノリウス三世は，同年，ドミニコ会（ Ordo 
fratrum praedicatorum （説教者である兄弟の修道会〉）を，そして1223年にはフランシスコ会
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( Ordo fratrum minorum （小さき兄弟の修道会〉）を正式に認可した。二っとも托鉢修道会
である。「清貧」を掲げる運動に修道会としての認可がおりたのである。前者については，異
端者を本来のキリスト教に立ち帰らせる，清貧の遍歴説教師としてのその活動が認められたの
だろう。しかし，フランシスコ会は，そのような切札を持ち合わせてはいなかった。勿論，認
可の鍵は，法王庁の権威に対して彼らが示した従順ではあるだろう。しかし，乱暴な言い方を
敢えてすれば，「清貧Jが改革運動として体制内に取り込まれて，「清浄」 が異端として体制外
に放り出されたと言えなくもない。
サン・ダミアーノ教会に行った。ここには，フランチェスコが生前着用していたという荒布
の長衣や皮の腰帯などが保存されているが，長衣などまるで頭陀袋である。これらは，彼に臨
んだキリスト体験のいわば名残である。イエスの精神はサン・ピエトロにあるのではなく，サ
ン・ダミアーノやポルティウンコラにある。そう感じる人はわたしだけではない。
古びて荒れ放題だったこの教会に行った彼は，その中にあるピザンティン様式の十字架から
の声を聞いたように思った。行って，わたしの家を修復しなさい，この通り今にも崩れ落ちそ
うだ。こう，その声は言った。彼は街の人々に援助を乞うて，この仕事に取り組んだという。
過度の信心深さは，常に両親との対立をもたらす。彼の場合も対立は長く続いた。
司教の勧めもあって，彼は父親から受けたものはすべて父親に返却した。乞食の生活が始ま
る。托鉢である。マタイ福音書10章に，イエスが十二人の弟子を派遣する件がある。勿論，こ
の箇所，清貧だけを説いているわけではないが，それはどうでもいい。問題は， 1208年2月24
日のミサでこの件が読まれ，それをフランチェスコが聞いていた，ということだ。
「H ・H ・－－－帯の中に金貨も銀貨も銅貨も入れて行つてはならない。旅には袋も二枚の下着も，
履物も杖も持って行ってはならない。...・H ・・J
むしろこれは初代キリスト教共同体の宣教者の心得なのだが，彼にとっては啓示に等しかっ
た。この時，決定的に彼の中から麗しい肉体を持った貴婦人は消え，「清貧」という「貴婦人」
に対する’憧れが永久に宿った，と言える。
彼は， 1226年に死ぬまでこの「清貧」だけを生きる糧とした。いわば貧しい者とともに歩ん
だイエスの生を反復すること。可能な限り「清貧jに徹すること。イエスがキリスト教を作ろ
うとはしなかったように，彼もフランシスコ会を設立しようとはしなかった。1210年にイ ンノ
ケンティウス三世から口頭で認可された会則は簡単なものだった。しかし，彼の周りには，イ
エスの周りに弟子たちが集まった以上に，大勢の弟子たちが集まった。数千人に膨れ上がった
托鉢修道会は，もはや彼一人の理想で動いて行くには大きすぎた。
1221年には，イエスの精神をそのまま体現したかのような『第一会則Jがまとめられるが，
教皇庁はこれを認可しなかった。先に触れた1223年に認可された会則は，枢機卿ウゴリーノの
手が大幅に入ったいわば妥協の産物である。既に弟子団は，分裂の種を内包していた（今日フ
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ランシスコ会は三つに分かれている）。 1224年，総会後フランチェスコは数人の弟子とともに
アルヴェルナ山に退き，同年9月には彼の体に聖痕が与えられた。死まであと二年である。
シモーヌ・ヴェイユについて知らない人は，二十世紀を生きる資格がない。二十代のわたし
は，ずっとそう思っていた。自分の精神が危機的な状況に陥ったとき，思い出したように立ち
帰ることのできる数人の人を，誰でも持っているものだ。シモーヌは，わたしにとってそうい
う人だった。
1936年夏。シモーヌは，スペイ ン内戦に従軍して大火傷を負ってしまう。 12月に一年間の病
気療養のため（高等師範学校時代に初めて発作に襲われた持病の頭痛も激しさを増すばかり
だったし，火傷の後遺症も治りきってはいなかった），休暇をとった彼女は，翌’37年夏には，
初めてのイタリア旅行に出かける。両親のいるスイスに立ち寄った後，南下した。
彼女は大いにフィレンツェが気に入った。「きっとわたしは，前生では，フィレンツェで暮
らしていたのです。」この言葉が何よりも，それをよく伝えている。しかし，ウンブリアにやっ
て来たとき，それまでのイタリアの印象はすべて消えてしまった。ウンブリアについて彼女は
こう書いている。
「ペルージアやアッシジを見たとき，イタ リアの残りすべてのものは，わたしには消えてし
まいました。」（両親への手紙）
「高みから見おろしたウンブリアの野ほどに，あたたかく，晴れやかで，しあわせなものは，
この世に何ひとつありません。」（同上）
「アッシジ、へ来て， ミラノも，フィレンツェも，ローマも，そのほかのものも，わたしの思
い出から消えてしまいました。」（友人ポステルナクへの手紙）
シモーヌは，ユダヤ系フランス人だが，十才頃まで世の中にユダヤ人と異邦人の区別がある
ことを知らされないで、育った。彼女の自己認識に従えば，彼女はむしろキリスト教的な環境の
中で生まれ，育ち，そこに留まった。より正確な言い方をすれば，彼女が留まったのは社会的
な存在としてのキリスト教の内部ではなく，キリス卜ご自身ということになるのかも知れない。
社会的な組織としての教会は彼女の関心の外にあった，とさえ言えるだろう。
アッシジの街の坂道を辿っていても，サン・フランチェスコの教会の聖堂で壁面を埋め尽く
すチマブーエやジヨッ トの絵を見ていても， またポルティウンコラで、祈っていても，わたしの
中でフランチェスコとシモーヌはダフ、っていた。シモーヌが愛した 「隣人愛」，「清貧」という
精神は，同時に聖人の精神でもあった。清貧の精神がシモーヌの中になかった時を想像するの
は困難だし，彼女が 「聖フランチェスコを知るや否や， この聖人に心を奪われ」たこともわた
したちは知っている。そして，彼女はポルティウンコラで突然強い力によって自然に 「ひざま
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ずく」体験をする。
これは，一種の神秘体験である。この世における 「人間と神との聞の現実の人格的な接触」）
である。この世に生きている限り，神の問題は解きえないと考えるシモーヌにこの体験が臨ん
だ。しかし，この神秘体験も彼女を社会的な組織としてのカトリック教会に導くことはなかっ
た。彼女が生涯一貫して立ち続ける点は，「キリスト教とキリスト教でないすべてのものとの
交叉点」であり，彼女はそこに，つまりは教会の入り口に，いつまでも身動きできずに立ち尽
くし続ける。彼女が従ったのは，彼女が体験した真理としてのキリストだった。そして， その
キリストは人に，御自分を選ぶのではなく真理を選ぶように求める方だった。
彼女の直観によれば，神の言葉はひそかなもので，このひそかな言葉を聞かない者は， 「た
とえ教会のすべての教義に同意していても，真理に触れてはいないJ。組織は時に真理を損な
うことがあるもので，彼女が生涯教会の敷居を跨ぎきらなかったのも，教会の組織性あるいは
集団志向の故であった。
彼女は， 1943年の34才の若すぎる死まで，これまで以上に内面に沈潜し，いわば神秘的直観
を強めて行く。 彼女は，思想的にも正統的なキリスト教徒ではなく，むしろグノーシス的です
らあった。それでもなお，いや，そうだからこそ， 『神を待ち望むjや 『重力と恩寵jにはキ
リスト教に関する多くの鋭い洞察ばかりでなく，人間の存在の根を問う本質的な聞いが提起さ
れている。アッシジの坂道を歩きながら，わたしは自分のキリスト教理解がシモーヌの強い影
響下にあることを感じた。ふと目を上げると，ウンフリアの白く霞む野は，この世界の外，わ
たしたちの魂の故郷から，神がわたしたちの中に降り立っても不思議はないように見えた。
N.おわりに
エルサレムについても，アッシジについても， まだまだ語るべきことは多い。 特にエルサレ
ムのメア・ シェアリーム街についてはもっと詳しく書かなければならないだろう。そして， シ
モーヌ ・ヴェイユについては，そのキリスト教理解，救済理解との関連で，今後さらに掘り下
げて論じなければならない。また，この旅に含まれていたモンセラー卜についても，修道院や
その黒い聖母像， ヨー ロッパ屈指の聖歌隊，さ らには「モンセラートの〈朱い本〉 」。などにつ
いて，そこで、偶然に出会った修道士の葬儀の模様も変えて書きたかったが，これらはみな別の
機会にゆずらざるを得ない。
地中海世界は， 今後もわたしを魅惑し続けるだろう。そこには，多くの物語を秘めて過去と
現在とが混在する街々があり，ヘレニズムという広い土壌に花開いたユダヤ文化 ・キリスト教
文化・イスラム文化が並存し，あるいは重なり合っている。摂雑な日常性の中に神秘が宿り，
信仰が息づいている場である。街は常にぎわめきに満ち，生活の顔を見せている。街を結ぶな
だらかな野にはオ リー ヴの樹々が風に梢を揺らしている。梢を渡る風は，ヤハウェの足音か，
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キリストの声か。はたまた，エロースの蟻きか。神を畏れて生きるにせよ，神に従って生きる
にせよ，神の懐に抱かれて生きるにせよ，生きることに情熱を傾け， 楽しむ人々の生活がそこ
にはある。わたしたちがとうに忘れてしまった「生きるJことの原像が，その単純さと深さの
ままにそこには現前しているように思える。秒針の動きのように過ぎ去って行くわたしたちの
時とは異なって，たゆたうような時の流れが支配している世界。そこでは，存在への根源的な
問いが自然にわたしの問いになる時が訪れ，解答の無い問いを問うことの有意味性が開示され
る。それがわたしにとっての地中海世界の魅惑なのかも知れない。
注
1 ）この報告は，本学の1988年度特別研究費を受けて行なった研修旅行 （1989年1月）とそれに続く
研修旅行（1990年7-:8月。特別研究費は，筆者の手続き上の不備で受けられなかった）に関す
るものである。
2）この歌の翻訳と しては二種類ある。 水野信男訳（水野信男『ユダヤ民族音楽史J，六興出版，
1980年， 223～224頁）とアピエゼル・ラピツキー 「黄金のエルサレムJ（キリスト聖書塾編集部
編 『ユダヤに学ぶ I J，キリスト聖書塾， 1989年， 145-164頁）所収のものとである。逐語訳
的正確さという点では，後者の方がいいが，詩的とは言い難い。とりあえず，原文に即して訳し
てみた。しかし，「黄金のエルサレムJというフォーク・ソングの中に，ラピ ・アキパから中世
ユダヤ詩を通って現代のエルサレムに至るまでのユダヤ民族が背負った歴史を歌い込んだナオ
ミ・ シェメルの姿は， A・ラピツキーの解説に教えられるところ少なくなかった。
3）ムスリムたちは，「岩のドーム」の中央にある岩を預言者ムハンマドが白馬に乗って昇天した岩
だと信じている。ユダヤ教徒にとって，この一帯は神殿域で，遡れば，アブFラハムがイサクを献
げようとしたモリヤの丘でもある。
4）アシュケナジーム，セファルディームともにユダヤ民族の離散 （ディアスポラ）と関わる概念で
あるのは，今日では常識の部類に属するかも知れない。 前者は，主にドイツ以東のヨー ロッパで
生活していたユダヤ人の子孫を，後者は，主にスペインで生活していたユダヤ人の子孫 （彼らの
多くは，1492年のレコンキスタ後オスマン ・トルコ支配下の国々に逃れた）を，それぞれ指す。
前者はイディッシュ語（中世ドイツ語の名残をとどめ， 表記はへブル文字）を，後者はラディ ノ
語（スペイン語に似るが，表記はへブル文字）を話した。今日のイスラエルでは，アシュケナジー
ムが経済的にも文化的にもセファルディームを圧倒している。ユダヤ人対パレスチナ ・アラブ人
という対立の構図ばかりでなく，アシュケナジーム対セファルディー ムという対立の構図も否定
できない。なお，本稿でユダヤ社会およびユダヤ教に関して参照した文献は主として以下のもの
である。 GeofreyWigoder (Editor in chief), The Encyclopedia of Judaism, Macmilan Puhl 
Co., 1989, Encyclopedia Judaica (Corrected Ed.), 17 Vols., Keter Puhl. House 
5）壁に向かつて左側が男，右側が女と決められている。聞は衝立で仕切られているが，男の側の方
が五割かた広い。女たちは衝立に椅子を寄せて，その上に立って見守る。
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6）後135年，ハドリアヌス帝によって破壊後のエルサレムの中心に建設された大通り。完成は，ピ
ザンチン時代とされる。後6世紀のメデパ（現在はヨルダン領）のモザイクの地図では，世界の
中心としてのエルサレムの中央にこの大通りと聖墳墓教会が一際目立つて錨かれている。
7）エリ・ヴイーゼル『夜明けj冒頭近くの一節。「ぼくは窓のそばに立って，透き通った黄昏が都
市のうえに落ちかかり，この都市を実際よりももっと不動のものに，もっと非現実なものに，もっ
と静まり返ったものにするのを見つめていた。」これは秋の夕暮れに関する言葉だが， 「透き通っ
た」という形容の故に，早朝の透き通った黄金色の空気に被われた旧市街を眺めていた時，わた
しはこの一節を思い出した。 『夜 ・夜明け・昼J（村上光彦訳，みすず書房，1987年，第5刷） 参
照。
8) 18世紀に東ヨ ロー ッパで、広まった復古改革運動であるハシデイズムの人々 （ハシディーム）。ハ
シディームとは 「敬慶な人々 」 の謂。創始者はイスラエル・パアル・シェム・ トー ブ。
9）メア ・シェアリーム街の建設が開始されたのが1874年，街の主要部が完成したのは1881年という。
シナゴーグは通常「会堂」と訳すが，神殿崩壊従ユダヤ人共同体の生活全体の中心となった。イェ
シバはユダヤ教の宗教学校でタルムードの研究とラピ養成を主として行なう。
メア ・シェアリーム街の建設については， Dan Bahat, The Illustrated Atras of Jerusalem, 
Simon & Shuster, 1990, pp.124£.を参照。
10）エルサレムに行くと必ず立ち寄る店だ。エルサレムはテル・ アヴィヴほどの大都会ではないので，
WAVEのようなレコード店はない。サフィールも中近東の街によくある“町のカセッ ト屋さん”
といった風情であるが，民族音楽，ハシデイツク・ ソングーハシデイズムの民衆賛歌一，イスラ
エル・フォークソング等も見つかる。
11）ローマとウルヴィーノで活躍した画家 （1438-1494）。 透視画法の巨匠と言われた。彼の画風を
決定づけたのは，ピエロ・デッラ ・フランチェスカとフラン ドルの画家ユストゥス ・ファン ・へ
ントだったとされる。 「奏楽の天使jは，元来ローマのサンティ ・アポストリ聖堂のアプシス（パ
シリカの端部に用いられた半ドームを載せた建築構造）装飾 I昇天のキリス トおよび使徒たちと
奏楽の天使jとして描かれたものの断片である。一部はパラッツォ・クイ リナーレにもあるとい
うが，わたしが見たのはヴァティカン絵画館の方である。天使たちがリュー卜を弾いたり， タン
プリンを蔽いたり，ヴィオー ルを奏したりしている愛らしく忘れ難い逸品だ。作品はほかにサン ・
マルコ聖堂やウフィツィ等にもある。
12）二十世紀フランスが生んだ希有な哲学者（1909. 2. 3 -1943. 8. 24）。ユダヤ系フランス人で，
アンリ四世校時代以来生涯アランに師事する。空間的・ 時間的な距離を超越した，その類希な共
感の資質は，徹底した真理探求の姿勢や並外れた行動力と相侯って時代に抜きんでて輝いている。
哲学の教師， 労働・社会運動の活動家，農園労働者，工場労働者，スペイン市民戦争の志願兵等
として常に時代と真正面に向き合って格闘し続けた思索者だった。 彼女の生を一語でくくるとす
れば， やはり〈純粋〉だろうか。彼女については， 田辺保『シモーヌ・ヴェイユJ（講談社現代
新書，1968年初版， 1986年19刷），田辺保『さいごのシモーヌ ・ヴェイユJ（御茶の水書房，1984
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年），シモーヌ・ペトルマン『詳伝 シモーヌ・ヴェイユJ（杉山毅訳，全2巻，頚草書房， 1978
年），ジャック l・カポー『シモーヌ・ヴ、ェーユ伝J（山崎庸一郎／中傑忍訳，みすず書房， 1974年）
などを参照。なお，現在フランスで完墜を期した初の全集が刊行中である。
13) amour courtoisの訳。元来のラングドック（オック語）では「至純の愛」（ fin’amor）と呼ばれ
た。南仏トゥルパドウールたちによって詠まれた野情詩の主題。彼らは11世紀末から13世紀末に
かけて活躍したが，一般にヨーロッパにおける「恋愛」はイスラム文化の影響の下に，彼らの活
動とともに始まったとされる。彼らの影響を受けて，北仏ではトゥルヴェールたちが物語詩によっ
て活躍した。アンリ・ダヴァンソン『トゥルパドウールー幻想の愛－J（新倉俊一訳，筑摩叢書198,
1972年），ジャンヌ・プーラン／イザペル・フェッサール I愛と歌の中世 卜ゥルパドウールの
世界一』（小佐井伸二訳，白水社， 1989年）等を参照。最近では彼らの歌を収録した CDも比較
的入手し易くなって来た。 TheTestament of Tristan (Hyperion, CDA66211), Bella Domna 
(Hyperion, CDA66283), The Courts of Love (Hyperion, CDA 66367), Troubadours (harmoma 
mundi fr., HMC90396), The Last of The Troubadours (Nimbus NI5261), I Trovatori (ARS 
NOVA, CDANl 71), La Romanesca (Move, MD3044), Trouveres (deutsche harmonia mundi, 
77155 -2 -RC）ほか。
14）十字架上でイエスの身体に刻まれた両手 ・両足・脇腹の傷のこと。アルヴェルナ山でフランチェ
スコも受けた。神秘的な体験とともに与えられることがある。
15）以上，フランチェスコについては，とりわけ 『聖フランチェスコの小さな花』（田辺保訳，教文館，
1987年）および下村寅太郎 fアッシジのフランシス研究J（下村寅太郎著作集3，みすず書房，
1990年）を参照。中世の異端については，渡遁昌美『異端カタリ派の研究一中世南フランスの歴
史と信仰－J（岩波書店， 1989年），アルノ・ボルスト 『中世の異端カタリ派J（藤代幸一訳， 新
泉社， 1975年），フェルナン・ニール『異端カタリ派』（渡漫昌美訳，文庫クセジ、ユ， 1979年）等
を参照。
16）注12）にあげたペトルマンのE巻目， 121頁の引用による。
17）シモーヌ・ヴェイユ「神を待ち望む」（『神を待ち望む 他j，シモー ヌ・ヴ、ェイユ著作集 町，
春秋社， 1967年）， 29, 31頁ほか（「神を待ち望む」は渡辺秀訳）。
18）チマブーエは13世紀後半～14世紀前半の画家。ピザンティン美術に関する深い知識を生かした見
事なフレスコ画を多く残した。サン・フランチェスコの聖堂上堂には 『様刑j，下堂には『聖母
および四天使，聖フランチェスコ』がある。言い伝えによれば，後者のフランチェスコが最もよ
く生前の聖者の面影を伝えている。ジヨットは1267年頃～1337年の画家，建築家，彫刻家。文学
のダンテに比肩されるほどのイタリア絵画の確立者。チマフーエ門下とも伝えられる。サン・フ
ランチェスコ聖堂上堂には，ボナヴェントゥーラの『大伝記』に着想した彼の連作『聖フランチェ
スコの生涯』がある。ここでは物語の本質的な部分が自然主義的に描かれ，聖人から神秘のヴェー
ルが取り払われた。小鳥たちに話しかけるフランチェスコという有名なエピソードを画いたもの
もある。なお，美術については，主として青柳正規・辻成史・若桑みどり・若山映子（監修）『世
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界美術大事典J（小学館，全6巻， 1988年一1990年）を参照した。
19）シモーヌ・ヴェイユ，上掲書，31頁。
20）向上， 33頁。「サンタ・マリア・デリ・アンジェリの十二世紀のロマネスクの小会堂に，その類
のない清純な素晴らしさの中に，ひとりでおりましたとき，そこは聖フランチェスコがたびたび
お祈りしたところですが，わたくしは何か自分よりも強いものに強いられて，生まれてはじめて
ひざまずきました。J
21)向上， 34頁。この言葉自体は，ある詩を諾請している時に彼女を襲ったキリス ト体験を指している。
彼女は，この藷請は祈りのような力を持っと言い，さらに 「キリスト御自身が降って，わたく し
が御手にとらえられましたのは，こういう諾請のときでしたjと語る。彼女は，それまで神秘体
験の記述にはむしろ反援を感じていたし，いわゆる神秘家の本は読まなかった。ある詩とはイギ
リスの形市上詩人の一人ジョージ・ハーパート（1593～1633）の「愛jと題する詩である （J 
M ペラン神父による序文に引用されている。向上， 197-198頁）。
22）向上， 28～29頁。そこで彼女は神の問題を「この世では材料のない問題」 と呼び，「この世にあ
るわたくしたちは，この世の問題に対して最善の態度をとるべきであって，その態度は神の問題
の解決によるものではない」と考えている。神の問題は，わたしたちの領域外の事柄であり，神
がわたしたちに臨むとしても，それは飽くまでもわたしたちがこの世の問題と真剣に格闘してい
る限りにおいて起こり得るのであろう。
23）同上， 41頁。「神の御旨はわたくしが将来も，おそらく臨終の時以外は教会の外にとどまること
にあると思われます」（41頁）という言葉も参照。同じ41頁にある「キリスト教は建て前として
普遍的なのであって，事実として普遍的なのではありません。多くのものがキリスト教の外にあ
ります。 わたくしが愛していて棄てたくない多くのもの，また神の愛する多くのものがキリスト
教の外にあります」という言葉は，まだ若かったわたしのキリスト教理解を開放してくれた。
24）向上， 35頁。彼女にとって，重要なのは真理だった。これは，生涯一貫した姿勢である。さらに，
彼女は徹底して個人が生かされることに関心があったように思われる。「集団は教義の保護者です。
そして教義は愛と知性という厳密に個人的なはたらきのための観想の対象なのです。ほとんど最
初からキリスト教の中では個人は窮屈であり，特に知性が窮屈になるのです。これを否定するこ
とはできません。J(43頁）という言葉も参照。
25）向上， 44頁。
26）ヨーロッパで、最初に全体主義を用意したのが他ならぬ教会だった，と彼女は指摘する（向上， 46
頁）。＜Anathema sit ), （「彼は破門されよ」） という破門宣告の用語の使用を彼女は想起させて
いる。彼女はたった二つのこの単語の故に 「教会はすべてを受け入れる器であるのに，わたくし
は教会に入れないすべてのものの方にとどまっております」 （同上42頁） と語る。注20）で引用し
た43頁の言葉もあわせて参照。
27）例えば，「魂は被造物として，創造された愛で愛するのではない。この魂の中の愛は神のもの，
被造物ではないものだ」という一節や 「わたく したちの中にまかれた神の愛のたね」 という言葉
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（ともに，向上， 94頁）がそれを語っているだろう。ちなみに，グノーシス（ギリシア語で「認
識」の意）とは，人間のある種の本質的な世界認識，自己認識であり，特に初期キリスト教時代
にユダヤ教やキリスト教およびその周辺で一定の勢力を獲得した。しかし，とりわけキリスト教
においては，後に正統になって行く勢力によって異端として論駁の対象にされた。古代世界の普
遍的な思考枠であった宇宙論を正統派キリスト教は継承したが，グノーシスは宇宙論的二元論に
基づいてその字宙論を拒否し，それは同時に体制批判として機能した，とされる。シモーヌ・ヴ、エ
イユを厳密な意味でグノーシス主義者と呼ぶべきかどうかは，難しい問題かも知れないが，わた
したちの魂の本質を世界外的なものとして捉え，創造について「善はこなどなにされて，悪の中
にばらまかれている」（田辺保訳『重力と恩寵j，講談社文庫， 1974年， 114頁）と解する姿勢には，
グノーシス的な世界理解の影響下にあると思わせるものがある。なお，グノーシス主義について
は， H・ヨナス『グノーシスの宗教』（秋山さと子／入江良平訳，人文書院， 1986年），柴田有『グ
ノーシスと古代字宙論』（頚草書房， 1982年）， s・ペトルマン 『二元論の復権一グノーシス主義
とマニ教－J（神谷幹夫訳，教文館， 1985年），Bent！巴yLayton, The Gnostic Scriptures, SCM 
Press, 1987等を参照。
28) Llibre Vermell ( de Montserrat ）。スペインの音楽文化の伝統の重要な部分を担って来たベネ
ディクト会のモンセラート修道院（歴史は10世紀に遡る）に伝わる14世紀の写本。元来の手稿本
に19世紀末に朱のビロードの表装が施されたことから，この名前で呼ばれる。モンセラートに詣
でる巡礼たちが手をつなぎ輸になって，歌い踊った民衆的・宗教的な歌を収めている。例えば，
HISPAVOXの「スペイン古楽集成皿－14世紀以前のカタルーニャの音楽一」（東芝EMI,
TOCE-6253）等で聞くことができるし，ロベルト・プラ（漬田滋郎訳）によるライナーノー
ツも役立つ。この「朱い本」は，アルフォンソX世（賢王， 1221～1284）編纂と伝えられる「聖
母マリア頒歌集」（ Cantigas de Santa Maria ）と並ぶ重要な集成と言えよう。「領歌集Jについ
ては，魅惑的な声と優れた技術で知られるエステル・ラマンディエによるものがフランスのアス
トレーから出ている（ £7707）し，わが国のダンスリーがミサワ・クラシックスの一枚として
出している（ CSD -10）。後者には，漬田滋郎氏による解説と歌詞対訳も付いている。ちなみに，
モンセラー卜とは，その急峻な山の偉容から名付けられたもので，「鋸山」の意である。修道院
には遅くとも14世紀には児童の合唱隊の存在が知られ， 15世紀後半にはすでにその名声が轟いて
いたという。本文中で触れる葬儀の際にも，見事な「天使の歌声」が聞かれたが，その透明な聖
歌は聖堂の残響とともに今でもわたしの耳に焼き付いている。
(1991. 8. 24. シモーヌが逝った日に）
